
地
域
の
新
時
代
幕
開
け

都市間輸送、量・質変わる

唐
池
恒
二
社
長
Ｊ
Ｒ
九
州

　
―
全
線
開
業
と
相
互
直
通
運
転
開

始
に
、
ど
の
よ
う
に
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
か
。

　
「
九
州
新
幹
線
は
１
９
７
３
年
に

ル
ー
ト
計
画
が
決
定
し
、

年
を
か

け
て
全
線
開
業
す
る
。
３
日
に
先
行

開
業
し
た
新
博
多
駅
ビ
ル

Ｊ
Ｒ
博

多
シ
テ
ィ

は
、
完
成
し
て
改
め
て

大
き
さ
を
実
感
し
た
。
九
州
新
幹
線

と
の
同
時
開
業
で
、
二
つ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
一
体
化
し
て
見
ら
れ
る
。

新
幹
線
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
深
さ
を

実
感
し
て
も
ら
え
る
。
地
域
に
と
っ

て
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
と
な
る
」

　
「
九
州
に
は
三
つ
の
変
化
が
生
ま

れ
る
。
ま
ず
福
岡
、
熊
本
、
鹿
児
島

と
い
う
主
要
都
市
間
に
高
速
鉄
道
の

軸
が
で
き
る
。
時
間
短
縮
で
日
常
生

活
圏
と
な
り
、
都
市
間
輸
送
の
量
と

質
が
変
わ
る
。
次
に
大
阪
、
岡
山
、

広
島
か
ら
九
州
へ
影
響
が
あ
る
。
こ

れ
ま
で
関
西
・
中
国
地
方
発
の
旅
行

に
、
九
州
は
選
択
肢
と
し
て
含
ま
れ

な
か
っ
た
。
九
州
で
面
白
い
こ
と
が

起
き
て
い
る
、
と
注
目
し
て
も
ら
え

る
。
九
州
か
ら
関
西
・
中
国
方
面
へ

の
移
動
も
増
え
る
だ
ろ
う
。
ア
ジ
ア

に
も
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
」

　
―
ア
ジ
ア
観
光
客
受
け
入
れ
は
期

待
が
大
き
い
で
す
。

　
「
新
幹
線
は
人
気
が
あ
り
、
約

年
前
ま
で
は
日
本
の
観
光
目
的
の
一

つ
だ
っ
た
。
い
ま
観
光
地
は
ア
ジ
ア

の
地
域
間
競
争
だ
。
九
州
は
一
つ
に

な
る
必
要
が
あ
る
。
食
、
買
い
物
、

温
泉
、
自
然
風
景
、
和
の
文
化
の
五

つ
を
求
め
て
日
本
に
来
る
。
だ
が
銀

座
や
京
都
、
熱
海
な
ど
を
回
る
ゴ
ー

ル
デ
ン
コ
ー
ス
は
九
州
内
で
も
作
る

こ
と
が
で
き
る
。
郷
土
料
理
は
各
地

に
あ
り
、
福
岡
市
内
で
買
い
物
す

る
。
大
分
、
熊
本
、
鹿
児
島
に
は
国

内
の
人
気
温
泉
地
が
多
数
あ
る
。
阿

蘇
山
や
宮
崎
の
日
南
海
岸
な
ど
風
景

も
す
ば
ら
し
い
。
熊
本
城
で
文
化
も

体
験
で
き
る
。
新
幹
線
車
両
に
も
木

材
を
多
く
使
い
、
和
も
感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
し
た
。
こ
れ
ら
を
武
器

に
観
光
客
を
呼
び
込
む
」

　
―
二
次
交
通
の
施
策
も
重
要
に
な

っ
て
き
ま
す
。

　
「
観
光
列
車
を
充
実
さ
せ
る
。

日
か
ら
は
鹿
児
島
中
央
―
指
宿

い

ぶ
す
き

間
で
新
し
い
観
光
列
車

指
宿
の
た
ま
て
箱

を
投
入
。
浦

島
太
郎
伝
説
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
、

乗
っ
て
楽
し
い
列
車
だ
。
九
州
全
体

で
６
―
７
種
類
の
観
光
列
車
を
運
行

す
る
。
ま
た
、
高
速
バ
ス

Ｂ
＆
Ｓ

み
や
ざ
き

も
運
行
を
始
め
る
。
新

幹
線
と
組
み
合
わ
せ
て
博
多
―
宮
崎

を
最
速
３
時
間
８
分
で
結
ぶ
。
新
幹

線
が
な
け
れ
ば
考
え
ら
れ
な
い
。
ハ

ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
も
力
を
抜
か
な
い
。

新
幹
線
が
背
骨
、
在
来
線
を
肋
骨

ろ
っ
こ
つ

に
、
九
州
全
体
に
力

を
入
れ
る
」

　
―
九
州
の
魅
力
は
何
で
し
ょ
う

か
。

　
「
何
で
も
あ
る
の
が
魅
力
だ
。
各

地
を
鉄
道
で
結
ぶ
こ
と
で
統
一
感
が

出
る
。
街
並
み
を
整
備
す
る
こ
と
で

歓
迎
の
表
現
も
生
ま
れ
る
。
宮
崎
県

の

肥

お
び

地
区
や
熊
本
県
の

黒
川
温
泉
、
大
分
県
の
鉄
輪

か
ん

な
わ

温
泉
が
先
進
的
だ
。
ツ
ア
ー

バ
ス
で
回
る
外
国
人
観
光
客
も
、
少

し
で
も
街
を
歩
い
て
も
ら
う
こ
と
で

和
を
体
験
で
き
る
。
修
学
旅
行
や
団

体
客
を
長
く
相
手
に
し
て
き
た
、
九

州
の
か
つ
て
の
栄
光
は
通
用
し
な

い
」

　
―
ど
の
よ
う
に
地
域
と
か
か
わ
っ

て
い
き
ま
す
か
。

　
「
駅
長
が
企
画
し
、
駅
を
起
点
に

歩
く

Ｊ
Ｒ
九
州
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

は
毎
回
約
１
０
０
０
人
が
参
加
。
年

間
参
加
者
数
は
数
万
人
に
な
る
。
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
掃
除
や
整
備

の
手
伝
い
を
お
願
い
す
る
な
ど
、
手

間
が
か
か
っ
て
い
る
。
観
光
資
源
に

な
り
地
域
も
元
気
に
な
る
。
地
域
を

元
気
に
す
れ
ば
当
社
も
元
気
に
な

る
。
駅
だ
け
で
は
な
く
、
駅
を
起
点

に
街
全
体
が
潤
う
街
づ
く
り
を
目
指

す
。
駅
長
や
社
員
、
経
営
陣
そ
れ
ぞ

れ
に
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。
全
社
一

丸
と
な
っ
て
地
域
に
貢
献
し
て
い

く
」

佐
々
木
隆
之
社
長
Ｊ
Ｒ
西
日
本

九
州
、
近
づ
く
意
味
絶
大
旅行新たな形が可能に

　
―
山
陽
・
九
州
直
通
新
幹
線
が
開

通
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
「
西
日
本
エ
リ
ア
と
九
州
が
近
づ

く
こ
と
が
大
き
い
。
岡
山
、
広
島
と

も
短
縮
効
果
が
あ
り
、
将
来
、
大
阪

の
企
業
が
工
場
を
九
州
に
作
る
可
能

性
な
ど
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
。
東
京

駅
で
は
鹿
児
島
中
央
行
き

み
ず

ほ

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
で
き
る
効
果

も
あ
る
。
九
州
の
地
名
を
潜
在
意
識

に
刷
り
込
む
こ
と
で
東
日
本
の
人
に

親
近
感
を
感
じ
て
も
ら
え
る
の
で

は
」

　
―
国
内
航
空
路
線
と
の
競
争
も
激

し
く
な
り
ま
す
。

　
「
航
空
機
と
の
競
合
は
当
然
、
念

頭
に
あ
る
。
そ
の
た
め

移
動
時
間

の
限
界
ラ
イ
ン
と
言
わ
れ
る

４
時

間
の
壁
を
突
破
し
た
。
航
空
機
と
の

差
は
、
途
中
下
車
が
で
き
る
と
こ

ろ
。
当
社
も
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
急
を

試
験
的
に
運
行
し
た
が
、
収
益
は
思

う
よ
う
に
あ
が
ら
な
か
っ
た
。
新
幹

線
は
一
本
の
路
線
で
全
国
各
地
の
多

様
な
人
が
乗
降
す
る
こ
と
で
収
益
を

生
み
出
せ
る
」

　
―
山
陽
・
九
州
直
通
新
幹
線
は
車

両
の
仕
様
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
ま

す
。

　
「
直
通
新
幹
線
に
は
Ｎ
７
０
０
系

を
使
う
が
、
急
峻
な
九
州
山
間
部
の

駆
動
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
８
車
両
す

べ
て
に
モ
ー
タ
ー
を
設
置
し
た
。
陶

磁
器
の
よ
う
な
車
体
や
ゆ
っ
た
り
と

し
た
座
席
な
ど
内
装
に
も
力
を
入
れ

た
。
思
い
入
れ
の
強
い
日
本
の
新
幹

線
は
海
外
か
ら
も
好
評
だ
。
フ
ラ
ン

ス
の
新
幹
線

Ｔ
Ｇ
Ｖ

は
、
車
両

構
成
こ
そ
日
本
を
参
考
に
し
て
い
な

い
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
先
見
性

は
高
く
評
価
し
て
い
る
と
聞
く
」

　
―
中
国
地
方
な
ど
沿
線
地
域
と
の

連
携
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　
「
従
来
、
岡
山
・
広
島
は
関
心
が

な
か
な
か
集
ま
ら
な
か
っ
た
。
と
こ

ろ
が
直
通
新
幹
線
だ
と
九
州
南
部
か

ら
広
島
へ
の
日
帰
り
旅
行
な
ど
新
し

い
パ
タ
ー
ン
が
で
き
る
。
広
島
で
は

湯
崎
英
彦
県
知
事
が
観
光
産
業
で
、

新
た
な
需
要
を
創
造
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
風
光
明
媚

め
い
び

な
瀬

戸
内
海
を
売
り
出
し
た
い
と
い
う
思

い
が
強
い
よ
う
だ
。
県
と
連
携
し
、

２
０
１
０
年
に
名
探
偵
コ
ナ
ン
広
島

・
宮
島

広
島
県
廿
日
市
市

ミ
ス

テ
リ
ー
ツ
ア
ー
を
組
ん
だ
。
思
い
の

ほ
か
九
州
か
ら
の
利
用
客
が
多
く
、

岡
山
で
も
ジ
ー
ン
ズ
を
オ
ー
ダ
ー
メ

ー
ド
で
作
る
ツ
ア
ー
を
売
り
出
し
て

い
る
」

　
―
観
光
は
一
大
産
業
と
お
考
え
で

す
。

　
「
こ
れ
ま
で
は
観
光
地
を
見
学

し
、
ち
ょ
っ
と
し
た
土
産
品
を
買
う

発
想
だ
っ
た
が
、
今
で
は
見
る
・
食

べ
る
・
買
う
と
い
う
行
為
を
都
市
圏

で
完
結
す
る
、
計
３
要
素
が
詰
ま
っ

た
都
市
型
観
光
に
シ
フ
ト
し
て
い

る
。
都
市
型
観
光
に
は
２
次
・
３
次

の
波
及
効
果
が
あ
り
、
観
光
は
産
業

の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

当
社
管
轄
の
京
阪
神
地
域
に
は
神
社

仏
閣
な
ど
観
光
資
源
の
魅
力
の
ほ

か
、
大
阪
駅
周
辺
に
は
Ｊ
Ｒ
大
阪
三

越
伊
勢
丹
な
ど
個
性
豊
か
な
百
貨
店

が
４
店
そ
ろ
う
。
観
光
客
に
よ
る
消

費
拡
大
が
期
待
で
き
る
」

　
―
営
業
畑
の
出
身
で
商
品
開
発
に

も
積
極
的
で
す
。

　
「
営
業
時
代
に
Ｊ
Ｒ
九
州
と
日
韓

共
同
き
っ
ぷ
を
手
が
け
た
。
韓
国
・

釜
山
か
ら
高
速
船
で
博
多
ま
で
移
動

し
、
博
多
か
ら
大
阪
へ
と
周
遊
す
る

切
符
で
、
今
で
も
続
い
て
い
る
。
直

通
新
幹
線
開
通
を
機
に
、
中
国
な
ど

ア
ジ
ア
を
意
識
し
た
訪
日
外
国
人

イ
ン
バ
ウ
ン
ド

向
け
商
品
を
開

発
し
た
い
」

　
―
国
内
は
も
と
よ
り
ア
ジ
ア
に
も

照
準
を
合
わ
せ
る
の
で
す
か
。

　
「
海
外
か
ら
西
日
本
へ
の
入
り
口

は
２
カ
所
。
福
岡
空
港
と
関
西
国
際

空
港
だ
。
現
在
国
内
大
手
旅
行
代
理

店
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
お

り
、
観
光
客
の
利
用
し
や
す
い
形
を

模
索
し
て
い
る
。

年
度
中
に
も
第

１
弾
、
第
２
弾
商
品
を
売
り
出
し
た

い
。
国
内
代
理
店
や
当
社
上
海
事
務

所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
て
、
現

地
代
理
店
に
販
促
し
た
い
」

亀
屋
の
「
川
通
り
餅
」

と
、
き
び
だ
ん
ご

亀
屋
の
「
川
通
り
餅
」
広
島
県

き
び
だ
ん
ご
岡
山
県

放浪記お菓子

　◎…数多い岡山みやげの中でも種
類の豊富さではきびだんごが一番。
土産物店には、あん入り、マスカッ
ト味はじめ無数のバリエーションが
並ぶ。同県には中世夢が原（井原
市）のように桃太郎説話が形成され
た時代を再現した施設もある。だん
ご片手に訪れてみては。

　◎…県外でも買いやすいもみじま
んじゅうとは異なり、亀屋の「川通
り餅」は他県では手に入りにくい広
島ならではの味。もちにさされたよ
うじをつまみ口に運ぶと、柔らかい
求肥の中に時々感じるくるみの歯ご
たえがアクセントになり、つい食べ
過ぎてしまう。全線開業で福岡―鹿
児島にも一挙に味が浸透するかも。

　

日
、
西
日
本
地
域
は
新
た
な
時
代
を
迎
え
る
。
九
州
新
幹
線
が
全
線
開
通
す
る
の
と
同
時
に

大
阪
か
ら
鹿
児
島
ま
で
が
新
幹
線
一
本
で
つ
な
が
る
。
一
つ
に
つ
な
が
る
こ
と
で
、
人
や
モ
ノ
の

流
れ
が
変
わ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
人
々
の
意
識
も
大
き
く
変
わ
る
。
よ
り
身
近
に
な
る
こ
と
で
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
は
さ
ら
に
強
く
な
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
佐
々
木
隆
之
Ｊ
Ｒ
西
日
本
社
長
と
唐

池
恒
二
Ｊ
Ｒ
九
州
社
長
の
両
氏
に
西
日
本
の
新
た
な
時
代
へ
の
期
待
や
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
聞
い
た
。

ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ

山
陽
・
九
州
新
幹
線
直
通
始
動
西
日
本
の
未
来
開
く

～人、モノ、文化の交流活発に～
（ ） 　　 （第２部） ２０１１年 平成２３年 ３月１１日 金曜日 　　


